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1．初めに 
近年，繰り返し周波数𝑓𝑓𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟が僅かに異なる光コム

を 2 つ用いる手法であるデュアルコムが高速・高分

解能な分光計測の実現に向け注目を集めている。先

に我々は，異常分散領域において，単層カーボンナ

ノチューブ(SWNT)を用いた双方向発振全偏波保持

デュアルコムファイバレーザーを開発した[1]。しか

し Kelly サイドバンドやタイミングジッタの影響か

ら，広波長帯域な分光計測は難しかった[2]．そこで，

高精度・高安定な光源の開発を目指し，正常分散領域での全偏波保

持デュアルコムファイバレーザーの開発に着手した．今回，その高

度化と特性評価を行ったので報告する． 
2．実験と結果 
本研究で開発したデュアルコムファイバレーザーの構成を Fig. 1

に示す．今回は，全偏波保持ファイバ構成で散逸性ソリトンモード

同期をデュアルに得るために，機構共有型の構成を用いた[3]．フ

ァイバ増幅器には偏波保持型の Er 添加ファイバを用い，可飽和

吸収体には SWNT を使用した。共振器は単一方向発振の独立し

た 2 つの共振器によって構成した。また，今回は共振器の分散調整

によって，良好な散逸性ソリトンモード同期を達成した[4]． 
出力光の光スペクトルを Fig. 2 に示す。中心波長とスペクトル幅

がほぼ等しいスペクトルを得ることができた．出力パワーは comb1
が 3.63 mW、comb2 が 3.44 mW であった。2 つの出力の RF ビート

スペクトルを Fig. 3 に示す。パルススペクトル全体が明瞭に観測さ

れている．繰り返し周波数𝑓𝑓𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟はそれぞれ約 38.3 MHz であり、２つ

の繰り返しの差は±10 kHz で可変である。それぞれの周波数コムの𝑓𝑓𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟
と∆𝑓𝑓𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟の時間変動を Fig. 4 に示す。frep，∆𝑓𝑓𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟𝑟の標準偏差が 1.9 
Hz, 0.56 Hz と高い安定性を確認した。この光源を用いて HCN の

デュアルコム分光計測を行い，吸収スペクトルを安定に高速に

測定することができた．当日は，更に出力を増幅し，広帯域化し

た際の結果についても報告する． 
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Fig.3 RF beat spectra 

Fig.1  Configuration of dual-comb fiber laser 

Fig.2 Oprical spectra of comb1(red) 
and comb2(blue) 
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